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法律上の表示

保証

HP の製品およびサービスに対する保証は、 各製品およびサービスに添付された明示の保証書に記載されている

ものに限定されます。 本書は保証を補填するものではあ り ません。 HP は本書に掲載されている技術的な誤記、

誤植、 欠落に対して責任を負いません。

こ こに掲載されている情報は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

本書で取り扱っているコンピュータソフ ト ウェアは秘密情報であ り、 その保有、 使用、 または複製には、 HP か

ら使用許諾を得る必要があ り ます。 FAR 12.211 および 12.212 に従って、 商業用コンピュータソフ ト ウェア、 コ

ンピュータソフ ト ウェアドキュ メンテーシ ョ ン、 および商業用製品の技術データは、 ベンダ標準の商業用使用許
諾のも とで、 米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権

© Copyright 2004 - 2007 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標

OpenView は、 Hewlett-Packard Company の米国の登録商標です。

Java™ は、 米国 Sun Microsystems, Inc. の商標です。

Oracle® は、 米国 Oracle Corporation, Redwood City, California の米国における登録商標です。

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Windows® および Windows NT® は、 米国 Microsoft Corporation の米国における登録商標です。

その他の製品名は、 それぞれの商標またはサービスマーク所有者の財産であ り、 これによって承認されていま
す。
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ドキュ メン トの更新情報

現在ご使用のマニュアルが最新版であるかど うかを確かめるには、 次の Web を参照して ください。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ 

目的の製品を探し、 本マニュアルの新版をダウンロードできるかど うか確認して ください。 適切な製品サポート
サービスをご購入であれば、 新版を確実に受け取るこ とができます。 詳細については HP の営業担当までお問い

合わせください。

下表は、 前回更新が行われた 2005 年 12 月以降に本書に加えられた変更内容の一覧です。

章 変更内容

第 1 章 編集上の若干の改良

第 2 章 編集上の若干の改良

第 4 章 編集上の若干の改良
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サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://www.managementsoftware.hp.com/ 

これらの Web サイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合わせ先や詳

細が掲載されています。

直接、 以下のサポートサイ トにアクセスするこ と もできます。

http://support.openview.hp.com/ 

HP OpenView のオンラインソフ ト ウェアサポートでは、 お客さまが自己解決できるための方法をご提供してい

ます。 サポートサイ トでは、 お客さまのビジネスの運用に役立つ対話形式の技術サポート ツールに手早く効率的
にアクセスできます。 サポートサイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする

• サポート契約を管理する

• HP サポート契約を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のソフ ト ウェア利用者とディ スカッシ ョ ンする

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索および登録を行う

サポートの多くでは、 HP Passport へのユーザー登録と ログインが必要です。 多くの場合、 サポート契約も必要

です。

アクセスレベルに関する詳細は、 次の URL で確認してください。

http://www.hp.com/managementsoftware/access_level 

HP Passport ID のご登録は、 次の URL で行ってください。

http://managementsoftware.hp.com/passport-registration.htm 
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1 概要
Common Property Tables は、 OVPI 上で動作するレポート機能がカスタマ、 場所、 ノードデー

タを共有できるよ うにします。 データを共有するこ とで重複を省き、 データベースをよ り効率的
に運用できます。 また、 レポートパッ クの管理も簡略化されます。

Common Property Tables をインス トールする と、 以下のテーブルが作成されます。

• K_Customer ( カスタマ用 )

• K_Location ( 場所用 )

• K_Node ( ノード用 )

これらのテーブルのデータは、 以下の 3 つをソース と しています。

• レポートパッ ク

• Common Property Tables に付属のバッチモード  インポートユーティ リ ティ

• Common Property Tables に付属の作成フォームと更新フォーム

機能拡張および修正点

以下の表に、 Common Property Tables における最新の拡張機能の概要を示します。

バージ ョ ン リ リース日 機能拡張および修正点

2.1 2003 年 5 月 HOSTS ファ イルプロパティのインポート (K_node での

ノード名と IP アドレスのマッピングを容易にするため )

2.0 から 2.1 へのアップグレードパッケージ

2.2 2003 年 10 月 OVPI オブジェク トマネージャのサポート (" 新規作成 "
フォーム、 " 更新 " フォーム )

バージ ョ ン 2.0 または 2.1 から 2.2 へのアップグレード

パッケージ

3.0 2004 年 4 月 Oracle のサポート

2 つの新しいディ レク ト リ :
$DPIPE_HOME\data\ImportData
$DPIPE_HOME\data\PropertyData

夜間に実行されるプロセスの追加 :
CommonPropertyTables_delete_nodes.pro

アップグレードパッケージ :

2.2 から 3.0
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3.5 2004 年 8 月 TableAlias 値の修正

アップグレードパッケージ :

3.0 から 3.5

3.5 2004 年 11 月 変更なし

3.5 2005 年 6 月 アップグレードパッケージ :
UPGRADE_CommonPropertyTables_to_3.5

3.5 2006 年 3 月 変更なし

3.5 2006 年 5 月 変更なし

3.6 2007 年 4 月 パーティシ ョ ンの保守

アップグレードパッケージ :
UPGRADE_CommonPropertyTables_to_3.6

修正点

• QXCR1000283035

— CPT フォーム上のド ロ ップダウンクエ リーの最大
行数を増やします

• QXCR1000323690

— Package Manager が Oracle 上の TNS の問題に
よって停止する

• QXCR1000374418

— CPT のノード削除 SQL スク リプ トが
K_CiscoVLAN_PortNonSt から ノードを削除する
必要がある

• QXCR1000382190

— 夜間のノード削除プロセスが失敗する

• QXCR1000228205

— CPT のノード削除 SQL スク リプ トが
K_IFEntry_Disc の前に FRSCPE 1315 から ノー
ドを削除する必要がある

• QXCR1000382191

— sanconf: 予期しないメ ッセージの作成ス ト ア

• QXCR1000225079

— ppGetNode_fk の Oracle ポートで基本ロジッ クが
省略されました

• QXCR1000385614

— Oracle 上の create_ppReportPackProcLog.sql の
問題がある

• QXCR1000353616

— delete_node_K_FRSCPE_FRSW_pvc.out の警告
メ ッセージ

• QXCR1000192006

— ppGetNode_fk.sql の Sybase バージ ョ ンで、 呼の
ログ中にあったいくつかのタイプミ ス

バージ ョ ン リ リース日 機能拡張および修正点
8 第 1 章



夜間に実行される削除プロセス

Common Property Tables には、 夜間に実行される削除プロセスを定義する次のファ イルが含ま

れます。

CommonPropertyTables_delete_nodes.pro

この削除プロセスは、 以下のタスクを毎晩実行します。

• プロパティテーブルにつき 1 つのス ト アドプロシージャを再生成

• 各プロパティテーブルから ノードを削除

• ksi_managed_node から ノードを削除

このプロセスには Sybase 用と Oracle 用の 2 つのバージ ョ ンがあ り ますが、 プロセス自体は

データベースに依存しません。 ポーリ ングポ リシーの管理でユーザーがノードに削除のマークを
付ける と、 これに応じて各プロパティテーブルから ノードが削除されます。 削除されたノード
は、 Common Property Tables が管理するログファ イルに記録されます。

追加情報の入手先

Common Property Tables 3.6 に影響のある最新の機能強化および既知の問題については、 以下

のドキュ メン ト を参照して ください。

• 『Common Property Tables 3.6 Release Statement』 ( 英語 )

OVPI の各種マニュアルと、 OVPI 上で動作するレポート機能については、 次の Web サイ ト
からダウンロードできます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/

OVPI のマニュアルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示されます。 レポート

パッ クおよびデータパイプのユーザーガイ ドは、 [Performance Insight Reporting Solutions] の下

に一覧表示されます。 各ユーザーガイ ドのエン ト リーは、 そのユーザーガイ ドが Web に掲載さ

れた年および月を示します。 マニュアルが改訂されて再度掲載される と、 日付が変り ます。 改訂
されたマニュアルはその都度掲載されるので、 PDF ファ イルと Web 版を比較して、 新しいバー

ジ ョ ンが掲載されている場合はダウンロード して ください。
概要 9
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2 パッケージのインストール
本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なインス トールのためのガイ ド ラ イン

• Common Property Tables 3.6 のインス トール

• パッケージの削除

円滑なインストールのためのガイド ライン

2005 年 12 月発行のレポートパッ ク CD には、 最新のレポートパッ ク、 データパイプ、 および共

有パッケージが含まれています。 CD を挿入してパッケージ抽出インタフェースを起動する と、

インス トールスク リプ トは CD からすべてのパッケージを抽出し、 それをシステムの Packages
ディ レク ト リにコピーします。 抽出が終わる と、 インス トールスク リプ トは、 Performance 
Insight を起動してパッケージマネージャを開始するよ うに促します。 パッケージマネージャを

使用する前に、 次のガイ ド ラ インを再確認して ください。

ソフ トウェアの前提条件

Common Property Tables 3.6 は以下を必要と します。

• OVPI 5.2 以降

• OVPI 5.2 に提供されているすべてのサービスパッ ク

バージ ョ ン 3.6 へのアップグレード

Common Property Tables の古いバージ ョ ンを使用している場合は、 アップグレードパッケージ

をインス トールして、 Common Property Tables 3.6 にアップグレードできます。 Common 
Property Tables のアップグレード時には、 次の点に注意してください。

• Common Property Tables をアップグレードする際に、 レポートパッ クやデータパイプなど

の他のパッケージをインス トールしないでください。 Common Property Tables のアップグ

レードパッケージのみインス トールして ください。

• アップグレードパッケージをインス トールする と きに、 [ レポートの配布 ] オプシ ョ ンを有

効にするか、 または無効にするかを尋ねるプロンプ トが表示されます。 デフォルトの [ レ
ポートの配布 ] を受け入れなかった場合、 Common Property Tables に付属のフォームはア

プリ ケーシ ョ ンサーバーに配布されません。

• 複数のサーバーで OVPI を実行している場合は、 Common Property Tables を実行している

すべてのサーバーにアップグレードパッケージをインス トールします。
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ディ レク ト リ構造

OVPI がインス トールされている場合は、 インス トールプログラムによ り以下が作成されていま

す。

• OVPI 用のディ レク ト リ ( ディ レク ト リ名 : OVPI)

• インス トール可能なパッケージ用のディ レク ト リ

• OVPI ディ レク ト リ を指す環境変数

UNIX システムでは、 OVPI 用のデフォルトのディ レク ト リは /OVPI です。 Windows では、

OVPI 用のデフォルトのディ レク ト リは C:\OVPI です。

Packages ディ レク ト リは、 パッケージマネージャがインス トールを待機しているパッケージを

探す場所です。 このディ レク ト リにはレポートパッ クの CD からコピーされたパッケージにつき

1 つのサブフォルダーが含まれています。 パッケージマネージャを実行する際、 [ パッケージの

選択 ] ウ ィ ンド ウに Packages ディ レク ト リにあるすべてのパッケージがインス トールオプシ ョ

ンと して表示されます。

環境変数は、 {DPIPE_HOME} です。

ImportData ディ レク ト リ と PropertyData ディ レク ト リ

Common Property Tables をインス トールする と、 以下の 2 つのディ レク ト リが作成されます。

• $DPIPE_HOME\data\ImportData 

• $DPIPE_HOME\data\PropertyData

PropertyDataディ レク ト リは、 Common Property Tables に依存するすべてのレポートパッ

クによって使用されます。 レポートパッ クは、 PropertyDataディ レク ト リからフラ ッ ト ファ

イルをインポート し、 PropertyDataディ レク ト リにフラ ッ ト ファ イルをエクスポート します。
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Common Property Tables 3.6 のインストール

レポートパッ ク CD のパッケージをまだ抽出していない場合は、 CD を挿入し、 パッケージ抽出

の手順指示に従います。 Windows では、 この手順指示は自動的に開く メニューに表示されます。

UNIX では、 CD をマウン ト し、 CD ド ラ イブの最上位ディ レク ト リに移動して、 setup コマン

ドを実行します。

インス トールスク リプ トによ りシステムにパッケージがコピーされる と、 パッケージマネージャ
を開始するよ うに促します。 レポートパッ ク CD のパッケージが抽出されているものの、

Performance Insight が実行されていない場合は、 手順 1 から開始して ください。 レポートパッ

ク CD からパッケージを抽出し、 パッケージマネージャが実行されている場合は、 手順 4 から開

始して ください。

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロールパネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 [ 管理コンソール ] を開いてパッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの

[ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

5 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのインス トールディ レク ト リ を受け入れるか、

必要に応じて別のディ レク ト リ を選択します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 レポート を

配布するため、 デフォルト を受け入れます。 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー

名とパスワードを入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウ

が開きます。

7 新規インス トールの場合は、 以下の項目の横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

CommonPropertyTables

アップグレードする場合は、 以下の項目の横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

UPGRADE_CommonPropertyTables_to_3.6

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。

10 パッケージのインス トール直後に [ タイプの検出 ] を実行するには、 デフォルト を受け入れ

て [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

11 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが開き、 インス

トールが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッ
セージが表示されます。

12 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。
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13 OVPI Timer を再起動します。

Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロールパネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

パッケージの削除

Common Property Tables を新規にインス トールした場合は、 アンインス トールするこ とができ

ます。 ただし、 Common Property Tables は多くのレポートパッ クの前提条件であるため、 前提

条件と して Common Property Tables に依存するレポートパッ ク もアンインス トールします。

アップグレードパッケージをインス トールした場合は、 このアップグレードパッケージを削除し
ても Common Property Tables の前のバージ ョ ンには戻れません。 代わりに、 前のバージ ョ ンに

戻すには、 新しいバージ ョ ンをアンインス トールしてから以前に使用していたバージ ョ ンを再イ
ンス トールします。

Common Property Tables をアンインス トールするには、 以下の手順を実行します。

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: 次を実行します。

a [ コン ト ロール パネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 停止 ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを実行します。

— HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

5 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

8 [CommonPropertyTables] の横のチェッ クボッ クスをク リ ッ ク し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク しま

す。 [ 選択の概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。 [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、

削除が開始されます。 削除が完了する と、 パッケージの削除完了メ ッセージが表示されま
す。

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

11 OVPI Timer を再起動します。
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Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロールパネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
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3 インポートユーティ リテ ィ とエクスポート
ユーティ リテ ィ
前の章で説明したユーザ入力フォームは、 少数のカスタマ、 場所、 またはノードオブジェク ト を
扱う場合に適しています。 多数のオブジェク ト を扱う場合は、 バッチプロセスでデータを入力し
たほうが効率的です。 このため、 Common Property Tables パッケージには、 インポートユー

ティ リ ティ とエクスポートユーティ リ テ ィが含まれています。

インポートユーティ リ ティは、 第 5 章 「プロパティ インポート ファ イル」 で説明する 4 つのプロ

パティデータファ イルをインポート します。 このインポートユーティ リ ティは、 1 日 1 回自動的

に実行されます。 デフォルトの実行時刻は深夜ですが、 任意の時刻に変更するこ とができます。
また、 インポートユーティ リ ティ を設定されたスケジュールよ り も前に手動で実行するこ と もで
きます。 エクスポートユーティ リ ティは、 必要に応じて実行します。

インポートユーティ リテ ィ

インポートユーティ リ ティは、 以下の 3 つのタスクを実行します。

• 更新対象の要素のレコードを含むプロパティデータファ イルを読み込む

• データベースの一時テーブルにデータを保存する

• インポート したデータを使用して、 以下のテーブルを更新する

— K_Node

— K_Customer

— K_Location

プロパティデータファ イルのデータが、 プロパティテーブルに既存の要素 ( ノード、 カスタマ、

場所 ) に対するものであった場合、 インポート されたデータによってプロパティテーブルのデー

タが上書きされます。 要素が存在しなかった場合、 該当するプロパティテーブルに新しい行が挿
入されます。

プロパティ インポート ファ イルとプロパティエクスポート ファ イルのデフォルトディ レク ト リは
以下のとおりです。

{DPIPE_HOME}/OVPI/data/PropertyData

このディ レク ト リに、 必ずしも 4 つのプロパティ ファ イルすべてを置く必要はあ り ません。 この

ディ レク ト リは空でも、 1 つまたは 2 つのファイルを含んでいてもかまいません。 1 つのプロパ

ティテーブルのみ更新したい場合は、 1 ファ イルのみ編集してその 1 ファ イルのみ保存します。

実行スケジュールの前に、 インポートユーティ リ ティ を手動で実行するには、 以下の操作を行い
ます。

1 システムレベルでコマンドプロンプ ト を開きます。

2 {DPIPE_HOME}/scripts ディ レク ト リに移動します。
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3 以下のコマンドを入力します。

trend_proc -f CommonPropertyTables_importdata.pro 

エクスポートユーティ リテ ィ

エクスポートユーティ リ テ ィは、 プロパティテーブルの内容をタブ区切りのフラ ッ ト ファ イルと
してエクスポート し、 そのファ イルをデフォルトのプロパティエクスポート  ディ レク ト リ また

はユーザが指定したディ レク ト リに保存します。 エクスポートユーティ リ ティは、 trend_export
と呼ばれるプロセスに基づいています。 このプロセスはデータベースからエクスポートする列を
判断し、 プロパティディ レク ト リにタブ区切りのファ イルを生成します。 このと き以下のよ う
に、 各ファ イルの名前にタイムスタンプを追加します。

• CommonPropertyTables_Customer.dat.< タイムスタンプ >

• CommonPropertyTables_Location.dat.< タイムスタンプ >

• CommonPropertyTables_Node.dat.< タイムスタンプ >

エクスポートユーティ リ テ ィ を実行するには、 以下の手順を行います。

1 システムレベルでコマンドプロンプ ト を開きます。

2 {DPIPE_HOME}/scripts ディ レク ト リに移動します。

3 以下のコマンドを入力します。

trend_proc -f CommonPropertyTables_exportdata.pro 

デフォルトディ レク ト リの変更

Common Property Tables は、 プロパティのインポート ファ イルとエクスポート ファ イル用に予

約されたデフォルトディ レク ト リ を作成します。 インポートユーティ リ ティはこのディ レク ト リ
内でファ イルを探し、 エクスポートユーティ リ ティはこのディ レク ト リにファ イルを保存しま
す。 別のディ レク ト リ を作成する必要はあ り ません。 ただし、 デフォルトディ レク ト リ を変更す
る必要が生じた場合には、 以下のタスクの実行が必要になり ます。

• タスク 1: インポート ファ イルおよびエクスポート ファ イル用の新しいディ レク ト リ を作成し

ます。

• タスク 2: インポートユーティ リ ティに、 新しいディ レク ト リへのパスを指定します。

• タスク 3: エクスポートユーティ リ ティに、 新しいディ レク ト リへのパスを指定します。

インポート ファ イル用とエクスポート ファ イル用に同じディ レク ト リ を使用するこ と も、 それぞ
れに異なるディ レク ト リ を設定するこ と もできます。
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デフォルトのインポートディ レク ト リの変更

データプロパティ ファ イルのデフォルトディ レク ト リ 、 つま り、 インポートユーティ リ ティが
ユーザーの編集したファ イルを探す場所は、 SourceDirectory パスで指定されます。 このパス

は、 以下の TEEL ファ イルで指定されています。

• CommonPropTablesCustomer.teel

• CommonPropTablesHosts.teel

• CommonPropTablesLocation.teel

• CommonPropTablesNode.teel

Common Property Tables パッケージをインス トールする前にデフォルトディ レク ト リ を変更す

る場合は、 CommonPropertyTables.apディ レク ト リにある TEEL ファ イルを変更します。

パッケージマネージャの実行後にデフォルトディ レク ト リ を変更する場合は、 以下の 2 つのディ

レク ト リでパス情報を変更する必要があ り ます。

• CommonPropertyTables.ap

• {DPIPE_HOME}/lib

SourceDirectory を変更するには、 以下の手順を実行します。

1 データプロパティ ファ イルを格納する新しいディ レク ト リ を作成します。

2 該当するディ レク ト リ を開きます ( 関連するディ レク ト リについては、 前の項の説明を参照

して ください )。 以下のファ イルが表示されます。

• CommonPropTablesCustomer.teel

• CommonPropTablesHosts.teel

• CommonPropTablesLocation.teel

• CommonPropTablesNode.teel

3 CommonPropTablesCustomer.teel ファ イルをダブルク リ ッ ク します。

4 SourceDirectory = で始まる行を探します。

5 既存のパスを新しいディ レク ト リへの完全パスに置き換えます。 新しいパス名は、 イコール
記号 ( = ) の直後から開始して ください。

6 以下のファ イルで同じ変更を行います。

• CommonPropTablesHosts.teel

• CommonPropTablesLocation.teel

• CommonPropTablesNode.teel

ファ イルフ ィルターは、 元の SourceDirectory での指定のままにします。
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デフォルトのエクスポートディ レク ト リの変更

デフォルトのエクスポートディ レク ト リ を変更するには、 エクスポートデータプロセスのファ イ
ルを修正します。 パッケージをインス トールする前にエクスポートディ レク ト リ を変更する場合
は、 CommonPropertyTables.apディ レク ト リで 1 度だけ修正を行います。 パッケージマネー

ジャの実行後に変更する場合には、 以下の 2 つの場所で修正を行います。

• CommonPropertyTables.ap

• {DPIPE_HOME}/scripts

デフォルトのエクスポートディ レク ト リ を変更するには、 以下の手順を実行します。

1 CommonPropertyTables.apディ レク ト リで、

CommonPropertyTables_exportdata.pro ファ イルを編集します。 下のサンプルファイ

ルを参照して ください。

2 3 つの trend_export 文を探し、-o の後ろの括弧で始まる既存のパスを新しいディ レク ト リへ

の完全パスに置き換えます。

3 必要な場合のみ - このパッケージをすでにインス トール済みである場合、 {DPIPE_HOME}/

scriptsディ レク ト リに移動し、 CommonPropertyTables_exportdata.pro に対する

変更と同じ変更を行います。

デフォルト実行時刻の変更

自動インポート処理のデフォルトの実行時刻は深夜 12 時です。 デフォルト を変更するには、 以

下の手順を実行します。

1 {DPIPE_HOME}/libディ レク ト リで、 trendtimer.sched ファ イルを編集します。

2 ファ イルをスク ロールダウンし、 CommonPropertyTables_importdata.pro コマンドを実行

する trend_proc の間隔とオフセッ ト を定義する行を探します。

3 オフセッ ト インジケータを修正します。 オフセッ ト インジケータは、 プラス記号 (+) の後の

数字です。 たとえば、 24:00 から 18:00 に変更した場合、 インポートユーティ リ ティは深夜

12 時から 18 時間後、 つま り午後 6 時に実行されます。
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4 ユーザー入力フォーム
Common Property Tables に保存されている ノード、 カスタマ、 および場所オブジェク トは、 次

の 2 つの方法で変更できます。

• この章で説明する入力フォームを使用する

• 次の章で説明するインポートユーティ リ ティ とエクスポートユーティ リ ティ を使用する

入力フォームを使用する と、 カスタマ、 場所、 およびノードの新規オブジェク トの作成と、 既存
オブジェク トの変更を行う こ とができます。 少数のオブジェク トだけを追加または更新するに
は、 このフォームの使用が適しています。 ただし、 多数の項目が作業対象に含まれる場合は、
バッチ型のユーティ リ ティ を使用したほうが効率的です。

新規作成フォーム

新規作成フォームを使用する と、 データベースに新しいオブジェク ト を追加できます。 新規作成
フォームを起動するには、 以下の手順を実行します。

1 [ 管理コンソール ] ウ ィ ンド ウの左側にあるパネルの [ オブジェク ト ] アイコンをク リ ッ ク しま

す。 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ビューが開きます。

2 ツールバーの [ 新規 ] アイコンをク リ ッ クするか、 メニューから [ ファイル ] > [ 新規 ...] を選択

します。 [ 管理対象オブジェク トの作成 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 オプシ ョ ンを選択して、 ウ ィンド ウ下部の [ 作成 ] をク リ ッ ク します。

新規カスタマの作成

新規カスタマを追加するため、 カスタマの名前と説明を入力します。 カスタマを 1 つだけ追加す

る場合は、 [OK] をク リ ッ ク します。 カスタマが追加され、 ウ ィンド ウが閉じます。 さ らにカス

タマを追加する場合は、 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。 カスタマが追加され、 次のカスタマを追加

できるよ う フォームはク リ アされ開いたままにな り ます。
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新規カスタマの作成フォームの使用時には、 次の点に注意してください。

• 新規カスタマオブジェク ト を作成する際は、 必ず名前を入力します。

• カスタマの名前は一意でなくてはな り ません。 同じ名前のカスタマオブジェク ト を 2 つ作成

するこ とはできません。

• 説明を指定しなかった場合、 カスタマ名が説明と して設定されます。

新規場所の作成

新規場所を追加するため、 場所の名前と説明を入力します。 場所を 1 つだけ追加する場合は、

[OK] をク リ ッ ク します。 場所が追加され、 ウ ィンド ウが閉じます。 さ らに場所を追加する場合

は、 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。 場所が追加され、 次の場所を追加できるよ う フォームはク リ ア

され開いたままにな り ます。

新規場所の作成フォームの使用時には、 次の点に注意してください。

• 新規場所オブジェク ト を作成する際は、 必ず名前を入力します。

• 場所の名前は一意でなくてはなり ません。 同じ名前を持つ 2 つの場所オブジェク ト を作成す

るこ とはできません。
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• 説明を指定しなかった場合、 場所名が説明と して設定されます。

新規ノードの作成

新規ノードを追加するため、 ノードの名前とその他の既知の情報を入力します。 ノードをカスタ
マまたは場所に割り当てるには、 カスタマまたは場所のド ロ ップダウン リ ス ト をク リ ッ ク し、 目
的の項目を選択します。 ノードを 1 つだけ追加する場合は、 [OK] をク リ ッ ク します。 ノードが

追加され、 ウ ィンド ウが閉じます。 さ らにノードを追加する場合は、 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

ノードが追加され、 次のノードを追加できるよ う フォームはク リ アされ開いたままになり ます。

新規ノードの作成フォームの使用時には、 次の点に注意してください。

• 新規ノードオブジェク ト を作成する際は、 必ず名前を入力します。 名前は DNS 名と IP アド

レスのどちらでもかまいません。

• 入力する名前は一意でなくてはな り ません。 既存のノード と同じ名前のノードを作成するこ
とはできません。

• ノードは事前に存在するカスタマおよび場所にのみ割り当てるこ とができます。 存在しない
カスタマまたは場所にノードを割り当てたい場合には、 まず初めに新規カスタマフォームま
たは新規場所フォームを使用してカスタマまたは場所を追加する必要があ り ます。

• 説明を入力しなかった場合、 ノード名が説明と して設定されます。

このフォームを使用して新規ノードを作成しても、 データ収集は自動では行われません。 SNMP
収集を開始するには、 ポーリ ングポ リシーの管理でノードを定義し、 そのノードをポーリ ンググ
ループに追加する必要があ り ます。 ポーリ ングポ リ シーの管理の詳細については、 『Open View 
Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。
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更新フォーム

更新フォームは、 データベースにすでに存在するカスタマ、 場所、 およびノードオブジェク トの
プロパティを変更します。 更新フォームを起動するには、 [ 管理コンソール ] ウ ィ ンド ウの左側

にあるパネルの [ オブジェク ト ] アイコンをク リ ッ ク します。 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ]
ビューが開きます。
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オブジェク ト マネージャにオブジェク トの一覧が表示されます。 表示されるオブジェク トの種類
は、 オブジェク トマネージャのどのビューを開いているかによって異なり ます。 デフォルトの
ビューは [ デバイス ] ビューで、 デバイスの一覧が表示されます。 [ カスタマ ] ビューにはカスタ

マの一覧が、 [ 場所 ] ビューには場所の一覧が表示されます。 ビューを変更するには、 [ ビュー ] > 
[ ビューの変更 ] を選択し、 ポップアップウ ィンド ウから別のビューを選択します。

更新対象のオブジェク トの種類が表示されたら、 更新する特定のオブジェク ト を選択します。 オ
ブジェク ト を選択する と、 [< オブジェク ト タイプ > 情報の更新 ] が [ オブジェク ト固有のタスク ] の下

に表示されます。 更新タスクをダブルク リ ッ ク して適切な更新フォームを開きます。

カスタマの更新

カスタマ情報を更新する場合、 変更内容をフ ィールドに入力します。 [ID] は、 参照番号であるた

め変更できません。 カスタマ名を変更する場合、 その他の既存のカスタマの名前に変更しないで
ください。 同じ名前で 2 つのカスタマオブジェク ト を作成するこ とはできません。 変更を保存す

るには、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して ください。 変更が終了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。 変更が

保存され、 ウ ィンド ウが閉じます。

場所の更新

場所情報を更新するため、 提供されているフ ィールドに変更を入力します。 [ID] は、 参照番号で

あるため変更できません。 場所名を変更する場合、 その他の既存の場所の名前に変更しないでく
ださい。 同じ名前で 2 つの場所オブジェク ト を作成するこ とはできません。 変更を保存するに

は、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して ください。 変更が終了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。 変更が保存

され、 ウ ィ ンド ウが閉じます。
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ノードの更新

ノード情報を更新するため、 提供されているフ ィールドに変更を入力します。 ノード名は変更で
きません。 ノードを別のカスタマまたは場所に割り当てるには、 カスタマまたは場所のド ロ ップ
ダウン リ ス ト をク リ ッ ク し、 目的の項目を選択します。 変更を保存するには、 [ 適用 ] をク リ ッ

ク して ください。 変更が終了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。 変更が保存され、 ウ ィ ンド ウが

閉じます。
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5 プロパティ インポート ファイル
インポートユーティ リ ティは、 以下のタブ区切り フラ ッ ト ファ イルを読み込みます。

• カスタマデータファ イル

• 場所データファ イル

• ホス トデータファ イル

• ノードデータファ イル

エクスポート元のシステムに、 上記のファイルに入力する必要のあるデータが存在している場合
には、 スク リプ ト を作成してエクスポート元のシステムのデータベースから直接データをエクス
ポートするこ とで、 自動的に各フラ ッ ト ファ イルを生成できるでし ょ う。 ファ イルを自動的に生
成できない場合は、 ユーザー自身で作成する必要があ り ます。 ファ イルは、 Excel などの表計算

プログラムや、 Notepad などのテキス トエディ タで作成できます。

カスタマ、 場所、 およびノードのプロパティ インポート ファ イルは、 Common Property Tables
パッケージに付属のプロパティエクスポートユーティ リ ティ を実行するこ とでも生成できます。
ただし、 この方法によるプロパティ情報の更新は、 プロパティ関連のテーブルにデータパイプに
よって収集されたデータが含まれている場合のみ機能します。 エクスポートユーティ リ ティ を実
行した後、 エクスポート ファ イルが空であった場合、 プロパティテーブルが空です。

ファイル生成のガイド ライン

データベースからデータをエクスポートする場合も、 独自のプロパティ インポート ファ イルを作
成する場合も、 カスタマ、 場所、 ホス ト 、 およびノード情報に個別のファ イルを 1 つ作成し、 以

下のガイ ド ラインに従って ください。

• 下のフォーマッ ト テーブル内の列の順番は重要です。 この順序を必ず守ってください。

• OVPI での使用が予約されている値は使用しないでください。

• 引用符のついた文字列にタブを含めるこ とはできません。

• 表計算プログラムを使用する場合は、 各ファイルをタブ区切りのファ イルと して保存しま
す。 その他の方法を使用している場合は、 各列の間にタブを入力します。

• 各入力ファ イルに適切なファイル名を付け、 ファ イルをインポートユーティ リ ティがファ イ
ルを探すディ レク ト リに保存します。
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必要なファ イル名を以下のテーブルに示します。

デフォルトの SourceDirectory パスを使用する場合は、 以下の場所にプロパティデータファ イル

を保存します。

{DPIPE_HOME}/data/PropertyData

SourceDirectory パスを変更した場合は、 新しいディ レク ト リにファ イルをコピーします。

インポート ファイルのフォーマッ ト

この項では、 カスタマ、 場所、 ホス ト、 およびノードのデータファ イルのフォーマッ トについて
説明します。 ファ イル内の列の順序は、 こ こに示す順序とまったく同じにして ください。 また、
OVPI で予約されている値は使用しないでください。 エクスポート元のシステムのデータベース

からデータをエクスポート し、 正しい列順序を指定できた場合は、 それで作業はほとんど終了で
す。 残りの作業は、 予約されている値が正し く使用されているこ とを確認するだけです。

カスタマデータファイル

カスタマデータファ イルには、 タブで区切られた 3 つの列が含まれています。 各行はそれぞれ 1
つのカスタマを表します。 各列の説明については、 以下を参照して ください。

制限事項

カスタマデータファ イルを作成する際は、 以下の規則に従ってください。

• ファ イルに列ヘッダは含めません。 ファ イルの最初の項目は、 "cust_id" ではなく、 実際のカ

スタマ ID にします。

• 列 1 (cust_id) のために予約されている値は次のとおりです。 -2, -1, 0. 

• cust_id 文字列が K_Customer プロパティテーブルからエクスポート されたものである場合

は、 変更しないでください。

プロパティ ファ イル ファ イル名

Customer CommonPropertyTables_Customer.dat

Location CommonPropertyTables_Location.dat

Host CommonPropertyTables_Hosts.dat

Node CommonPropertyTables_Node.dat

列番号 説明

1 カスタマごとの一意の整数値この値は、 "cust_id" と呼ばれます。

2 カスタマ ID に関連付けられた名前。

3 カスタマの説明。
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• K_Customer に新規カスタマを追加する場合、 列 1 (cust_id) の値はすべての既存の cust_id
の値とは異なるものでなくてはな り ません。

• 既存の cust_id 値 ( 既存のカスタマの cust_id 値に一致する値 ) を使用する と、 その cust_id
のデータを上書きするこ とにな り ます。

• レポートパッ クまたはデータパイプによって自動的に割り当てられた cust_id と競合する可

能性があるため、 列 1 では大きい数値を使用するよ うにして ください。 たとえば、 10,000 以

上の数値を使用します。

場所データファイル

場所データファ イルには、 タブで区切られた 3 つの列が含まれています。 各行はそれぞれ 1 つの

場所を表します。 各列の説明については、 以下を参照して ください。

制限事項

場所データファ イルを作成する際は、 以下の規則に従ってください。

• ファ イルに列ヘッダは含めません。 ファ イルの最初の項目は、 "location_id" ではなく、 場所

ID を表す整数値にします。

• 列 1 (location_id) のために予約されている値は次のとおりです。 -2、 -1、 0

• location_id 文字列が K_Location プロパティテーブルからエクスポート されたものである場

合は、 変更しないでください。

• K_Location に新規場所を追加する場合は、 列 1 (location_id) の値は一意でなくてはなり ま

せん。 つま り、 すべての既存の location_id 値とは異なる値と します。

• レポートパッ クまたはデータパイプによって自動的に割り当てられた location_id と競合す

る可能性があるため、 列 1 では大きい数値を使用するよ うにして ください。 たとえば、

10,000 以上の数値を使用します。

ホストデータファイル

ホス トデータファ イルには、 IP アドレス とホス ト名の 1 対 1 のマッピングが含まれています。

システムの HOSTS ファ イルまたはシステムの HOSTS ファ イルと同じフォーマッ トのファ イル

を使用できます。 ファ イルには、 タブで区切られた 2 つの列が含まれています。 各行はそれぞれ

1 つのデバイスを表します。 各列の説明については、 以下を参照して ください。

列番号 説明

1 場所ごとの一意の整数値。 この値は、 "location_id" と呼ばれます。

2 場所 ID に関連付けられた名前。

3 場所の説明。

列番号 説明

1 IP アドレス

2 ホス ト名
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制限事項

ホス トデータファ イルを作成する際は、 以下の規則に従ってください。

• ファ イルに列ヘッダは含めません。 ファ イルの最初の項目は、 "IP address" ではなく、 場所

ID を表す整数値と します。

• 各 IP アドレス とホス ト名は 1 回だけ記述します。 IP アドレスまたはホス ト名は、 1 回目の

指定のみインポート され、 2 回目以降は無視されます。

• IP アドレスがすでにホス ト名にマッピングされている場合、 別のホス ト名にマッピングされ

た同じ IP アドレスをインポートする と、 以前のマッピングが無効になり ます。 最新のマッ

ピングだけが有効とみなされます。

ノードデータファイル

ノードデータファ イルには、 タブで区切られた 15 の列が含まれています。 各行はそれぞれ 1 つ

のノードを表します。 各列の説明については、 以下を参照して ください。

列番号 説明

1 ノード名またはノードの IP アドレスに一致する一意の文字列。

注記 : ノード名が解決可能な場合はノード名、 不可能な場合は

ノード IP アドレス。

2 ユーザが指定したノード参照番号。

注記 : この番号は、 "node_id" と呼ばれます。

3 注記 : この列は使用されません。 旧バージ ョ ンとの互換性を保持

するために存在します。

4 ノードの IP アドレス。

5 ノードの種類。 ホス トに初期設定されます。 その他のノードの種
類は、 今後追加される予定です。

6 ユーザが入力したノードの説明。

7 ノードの製造元メーカー。

8 ノードのモデルタイプ。

9 ノードのシ リ アル番号。

10 ノードのオペレーティングシステム。

11 カスタマが定義したノードの部門の名前。

12 ノードを所有するカスタマの ID 番号 (cust_id)。 この値は、 ノー

ド と K_Customer プロパティテーブル内のカスタマのリ ンクを確

立します。

注記 : デフォルトの cust_id は -2 です。
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カスタマ名と場所名の列は必須ではあ り ません。 ユーザが K_Customer および K_Location 共通

プロパティテーブルに定義されていない cust_id および location_id を指定するための便宜上の

列と してサポート されています。

ある ノードに新しい customer_id または location_id が指定されている場合、 その cust_id/
location_id が指定したカスタマ名または場所名と と もに K-Customer または K-Location テーブ

ルに挿入されます。 カスタマ名または場所名が指定されていない場合、 名前はそれぞれ
Undefined Customer または Undefined Location に設定されます。

制限事項

ノードデータファ イルを作成する際は、 以下の規則に従ってください。

• ファ イルに列ヘッダは含めません。

• ノード名が K_Node 共通プロパティテーブルからエクスポート されたものである場合は、 変

更しないでください。

• ノードプロパティテーブルに新規ノードを追加する場合は、 列 1 の文字列が一意でなくては

なり ません。 この文字列は、 ノード名 ( 可能な場合 ) またはノードの IP アドレスに設定され

ます。

• 列 1 の文字列が一意でない場合、 つま り この文字列がノード名を表す既存の値と一致する場

合、 データファ イルの他の列によって共通プロパティテーブル内の対応する行が上書きされ
ます。

インポート ファイルとプロパティテーブル

左のインポート ファ イルが右のテーブルを更新します。

13 ノードの場所の ID 番号 (location_id)。 この値は、 ノード と

K_Location プロパティテーブル内の場所のリ ンクを確立します。

注記 : デフォルトの location_id は -2 です。

14 cust_id に関連づけられたカスタマ名

15 location_id に関連づけられた場所名。

列番号 説明

プロパティ ファ イル 共通プロパティテーブル

CommonPropertyTables_Customer.dat K_Customer

CommonPropertyTables_Location.dat K_Location

CommonPropertyTables_Node.dat K_Node

CommonPropertyTables_Hosts.dat K_Node
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プロパティテーブル内の既存の情報を修正する場合、 値は正確に一致する必要があ り ます。
K_Customer テーブル内の行を修正する場合、 プロパティ ファ イル内およびプロパティテーブル

内の cust_id 値が一致していな くてはな り ません。 同様に、 K_Location テーブル内の行を修正

する場合は、 location_id の値が一致しなくてはならず、 K_Node 内の値を修正する場合は、 ノー

ド名の値が一致しな くてはな り ません。

プロパティ インポート ファ イルに既存の値 ( つま り既存の cust_id、 location_id、 ノード名 ) が
含まれる場合、 その行の他の値によって共通プロパティテーブル内の対応する行が上書きされま
す。 プロパティデータファ イルに新しい値が含まれる場合、 新しい行と keyid 値がプロパティ

テーブルに挿入されます。
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6 プロパティテーブルの列
Common Property Tables パッケージによ り、 以下のプロパティテーブルが作成されます。

• K_Customer

• K_Location

• K_Node

各テーブルについて以下に説明します。

K_Customer

K_Customer プロパティテーブルには、 カスタマ固有の情報が格納されています。 このテーブル

に含まれるのは、 カスタマの ID、 名前、 および説明のみです。 ただし、 必要に応じて、 その他

のカスタマ情報 ( たとえばアドレスなど ) をサポートするよ うに拡張するこ と もできます。

列 説明

dsi_key_id 自動的に割り当てられる一意の値

dsi_target_name カスタマ情報では必ず "0" が設定される

dsi_table_key cust_id と同じ値が設定される

dsi_descr カスタマが定義可能

cust_id カスタマごとの一意の参照番号

cust_name cust_id に関連づけられたカスタマ名
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K_Location

K_Location プロパティテーブルには、 場所固有の情報が格納されています。 このテーブルに含

まれるのは、 場所の ID、 名前、 および説明のみです。 ただし必要に応じて、 その他の場所情報

をサポートするよ うに拡張するこ とができます。

K_Node

K_Node プロパティテーブルには、 ノード固有の情報が格納されています。 ノードは、 パフォー

マンスデータを取得するためのポーリ ングの対象と して有効な任意のネッ ト ワークデバイス ( コ
ンピュータ、 ルーター、 スイ ッチ ) です。

列 説明

dsi_key_id 自動的に割り当てられる一意の値

dsi_target_name 場所情報では必ず "0" が設定される

dsi_table_key location_id と同じ値が設定される。 場所情報が事前定義

されていない場合、 dsi_table_key は、 dsi_key_id と同じ

値となる

dsi_descr カスタマが定義可能

location_id 場所ごとの一意の参照番号。 場所情報が事前定義されて
いない場合、 location_id は dsi_key_id と同じ値になる

location_name location_id に関連づけられた場所名

列 説明

dsi_key_id 自動的に割り当てられる一意の値

dsi_target_name 必ず "0" が設定される

dsi_table_key node_name と同じ値が設定される

dsi_descr カスタマが定義可能

node_id 各ノードにカスタマが割り当てた参照番号

node_name ノードの名前 (DNS 名または IP アドレス )

node_type ノードの種類 ( 有効な種類は Host のみ )

IP_address ノードの IP アドレス

make ノードの製造元

model ノードのモデルタイプ

serial_num ノードのシ リ アル番号
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operating_sys ノードのオペレーティングシステム

department カスタマが定義したノードの部門の名前

sysObjectID MIB II システムのオブジェク ト ID － 現在は使用されて

いません

cust_fk テーブル K_Customer を指す外部キー。 デフォルト値は

デフォルトの K_Customer 行を指す

location_fk テーブル K_Location を指す外部キー。 デフォルト値は

デフォルトの K_Location 行を指す

IP_state IP アドレスのノード名マッピングが、 その IP アドレス

の最新のマッピングであるかど うかを示すフラグ

列 説明
プロパティテーブルの列 35
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